
鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は
１
日
か
ら

日
ま
で

18

開
か
れ
ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、

補
正
予
算
３
件
、
条
例
12

件
、
事
件

件
、
人
事
１

11

件
の
計

件
と
な
り
ま

27

す
。

月
補
正
予
算
は
、
一

12
般
会
計
に
９
億
８
２
０
４

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
６
５
１
億
２
４
９
３

万
円
に
、
加
茂
財
産
区
管

理
特
別
会
計
は
同
会
計
の

廃
止
に
伴
い
１
２
３
７
万

円
を
追
加
し
１
３
８
３
万

円
に
、
下
水
道
事
業
会
計

は
企
業
会
計
（
Ｈ

）
に

27

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

打
ち
切
り
決
算
の
確
定
に

伴
う
未
収
金
、
未
払
金
の

減
額
で
す
。

公
共
施
設
２
件
廃
止
、

指
定
管
理
２
件
導
入

条
例
で
は
、

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

伴
う
市
税
条
例
の
改
正
と

個
人
番
号
の
利

用
に
関
す
る
条

例
の
制
定
、

・
日
向
家
の
復

元
な
ど
整
備
を

進
め
て
い
る
丸

岡
城
跡
史
跡
公

園

条

例

の

制

定
、

・
消
防
団
員
に

新
た
に
機
能
別

団
員
（
退
団
者

が
災
害
時
に
支

援
）
を
設
け
る

た
め
の
消
防
団

条
例
の
改
正
、

・
行
革
対
象
施

設
の
藤
島
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

の
う
ち
商
業
施

設
を
廃
止
（
普

通
財
産
と
し
て

民
間
に
貸
付
）

・
市
直
接
管
理

の
都
市
公
園
に

指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る

都
市
公
園
条
例

の
改
正

・
大
鳥
防
雪
セ

ン
タ
ー
の
廃
止

・
桂
荒
俣
生
き

活
き
交
流
セ
ン

タ
ー
の
廃
止

・
下
水
道
の
使

用
料
の
統
一
を

図
り
、
旧
町
村
で
は
月
20

㌧
以
上
の
使
用
料
が
値
上

げ
さ
れ
る
下
水
道
条
例
の

改
正
な
ど
で
す
。

指
定
管
理
で
は
、
新
規

２
件
と
継
続
８
件
の
計
10

施
設
の
指
定
で
、
新
規
は

「
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
」
が
温
海
生
涯
学
習
振

興
会
に
、
「
い
で
は
文
化

記
念
館
」
が
羽
黒
町
観
光

協
会
に
指
定
が
提
案
さ
れ

ま
す
。

人
事
案
件
は
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
で

す
。

小
中
学
校
５
校
に
耐
震

補
強
事
業

補
正
予
算
で
は
、
旧
湯

田
川
小
学
校
の
敷
地
と
一

体
的
に
湯
田
川
コ
ミ
セ
ン

多
目
的
ホ
ー
ル
等
の
整
備

を
行
う
設
計
業
務
委
託
料

２
９
１
万
６
千
円
、

県
の
元
気
な
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
費
補
助
金
３
１
１

万
４
千
円
は
八
色
木
の
農

業
後
継
者
水
野
健
二
さ
ん

に
内
示(

ト
ラ
ク
タ
ー)

、

小
学
校
耐
震
補
強
事
業

の
設
計
業
務
委
託
料
１
０

６
３
万
１
千
円
は
、
朝
暘

二
小
と
上
郷
小
、西
郷
小
、

羽
黒
二
小
に
、

中
学
校
耐
震
補
強
事
業

の
設
計
業
務
委
託
料
２
４

７
万
円
は
豊
浦
中
学
校

で
、
両
者
と
も

年
度
に

28

繰
越
を
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

債
務
負
担
行
為
の
う

ち
、
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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平成27年度　補正予算一覧表（12月補正）

［　一　般　会　計　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

2 1 13コミュニティ推進課 コミュニティセンター整備事業 2,916 2,700 216
湯田川コミュニティセンター多目的ホール等の増改築に係る設

計業務委託料

3 1 6 福祉課 自立支援給付事業 148,343 111,256 37,087障害福祉サービスの利用増加による自立支援給付費の増額

3 2 1 子育て推進課 放課後児童対策事業 3,379 2,072 1,307国の放課後児童支援員処遇改善事業等に係る経費の増額

3 2 1 福祉課 48,797障害児支援事業 36,597 12,200障害福祉サービスの利用増加による障害児通所給付費の増額

3 2 2 子育て推進課 保育委託事業 404,811 274,237 130,574国の公定価格改定に伴う民営保育所運営委託料等の増額

3 2 2 子育て推進課 民間保育所等への各種補助事業 1,087 543 544県の延長保育受入体制充実支援事業に係る補助金

3 3 2 福祉課 各種扶助費 50,913 38,185 12,728被保護世帯数・人員数の増加による各種扶助費の増額

6 1 3 農政課 経営体育成支援事業 3,114 3,114
県の元気なトップランナー育成プロジェクト事業費補助金の内

示に伴う補助金の増額
6 1 3 農業委員会 農地集積推進事業 245,913 245,913 農地中間管理機構集積協力金制度に係る交付金の増額

6 3 2 農山漁村振興課 水産業一般振興事業 19,665 13,110 6,555県の持続的漁業経営支援事業費補助金の内示に伴う補助金

10 2 3 管理課 小学校耐震補強事業 10,631 3,543 7,000 88朝暘第二小学校ほか３校の耐震改修に係る設計業務委託料

10 3 2 学校教育課 中学校教科書整備事業 40,000 40,000中学校教科書の改訂に伴う指導書等の購入経費

10 3 3 管理課 中学校耐震補強事業 2,470 823 1,600 47豊浦中学校の耐震改修に係る設計業務委託料

982,039 729,393 11,300 0 241,346

債務負担行為の変更

事　　　　　項 期　　　　　間 限　　度　　額

湯田川コミュニティセンター多目的ホール等増改築設計業務委託契約 平成27年度から平成28年度まで 6,804千円

道路新設改良工事請負契約 平成27年度から平成28年度まで 100,000千円

小学校通学対策スクールバス運行管理委託契約 平成27年度から平成28年度まで 26,900千円

中学校通学対策スクールバス運行管理委託契約 平成27年度から平成28年度まで 8,000千円

［　加茂財産区管理特別会計　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

1 1 1 契約管財課 一般管理費 12,372 12,372 加茂財産区廃止後の財産管理基金造成に係る補助金

12,372 12,372

［　下水道事業会計　］ 単位：千円

款項目 担当課 事　　　業　　　名 補正額
財　　源　　内　　訳

摘　　　　　　　　　　要
国県支出金 市　　債 その他 一般財源

上下水道部 （特例的収入) 

　総務課 未収金
▲13,408 打ち切り決算の確定に伴う未収金の減額

上下水道部 （特例的支出) 

　総務課 未払金
▲16,259 打ち切り決算の確定に伴う未払金の減額

債務負担行為の変更

事　　　　　項 期　　　　　間 限　　度　　額

脱水汚泥処理処分業務委託契約 平成27年度から平成28年度まで 58,061千円



建築課入札結果（ ）内は予定価格

11月19日入札分

・市羽黒庁舎改築工事用支給構造材購入

出羽庄内森林組合 2,000,000円 期間～28/6/30

・市羽黒庁舎改築工事用支給集成材購入

出羽庄内森林組合 16,500,000円 期間～28/6/30

・市先端研究産業支援センター駐輪場設置工事（覚

岸寺字水上245番地ほか）

（株)瀬尾工務店 1,800,000円（1,860,000円）

工期～28/3/22（落札率96.8％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格

11月19日入札分

・由良海洋釣り堀堆砂対策工事

（株)ユーエル 3,500,000円（3,562,000円）

工期～28/3/22（落札率98.3％）

鶴
岡
市
国
保
運
営
協
議

会
の
第
２
回
会
議
が
19

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、

委
員
が
替
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
会
長
に
齋
藤
久
議

員
、
会
長
職
務
代
理
者
に

今
野
美
奈
子
議
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
来
年
度
の

国
保
税
率
に
つ
い
て
、
加

入
者
１
人
平
均
（
年
）
21

・

％
（
２
万
３
６
６
７

69
円
）
の
引
き
上
げ
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

市
当
局
は
、
単
年
度
収

支
が
平
成

年
度
か
ら
赤

26

字
に
な
り
、
基
金
残
高
も

年
度
に
は
ゼ
ロ
に
な
る

28見
通
し
で
、

年
度
の
基

27

金
残
高
２
億
８
千
万
円
を

維
持
す
る
た
め
に
、

～
28

年
度
の
会
計
収
支
の
見

29通
し
を
基
に

年
度
で
４

28

億
１
千
万
円
の
増
税
が
必

要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
所
得
１
２
７

万
円
以
下(

給
与
収
入
２

０
７
万
円
以
下)

の
１
人

世
帯
で
現
行

万
４
５
０

19

０
円
が
３
万
７
０
０
０
円

引
き
上
げ
の

万
１
５
０

23

０
円
に
、
同
３
人
世
帯
は

現
行

万
円
が
４
万
円
引

23

き
上
げ
の

万
円
（
２
割

27

軽
減
）に
な
る
計
算
で
す
。

給
与
収
入
が
２
０
０
万

円
し
か
な
い
の
に
国
保
税

に

万
円
か
ら

万
円
も

23

27

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
、
重
い
税
負
担
は

耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
当
局
は

月

日
に

12

24

予
定
さ
れ
て
い
る
第
３
回

会
議
で
来
年
度
の
国
保
税

引
き
上
げ
を
決
め
た
い
と

し
て
お
り
、
委
員
と
し
て

出
席
し
た
加
藤
鉱
一
議
員

は
、
「
わ
ず
か
１
ヶ
月
で

市
民
に
対
す
る
影
響
の
精

査
が
で
き
る
か
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

ス
発
電
所
が
県
外
大
資
本
に
よ
っ
て
酒

田
に
建
設
さ
れ
る
計
画
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
鶴
岡
バ
イ
オ
マ
ス
に
補
助
金
を

出
し
た
県
は
、
酒
田
の
事
業
も
誘
致
し

ま
し
た
。

日
（
金
）
の
庄
内
選
出
県

20

議
と
県
庄
内
総
合
支
庁
と
の
懇
談
会
で

「
２
つ
の
事
業
は
両
立
す
る
の
か
」
と

県
の
構
想
を
質
し
ま
し
た
。
▽
同
懇
談

会
で
は
、
民
主
党
県
議
が
「

の

T
P
P

影
響
か
ら
農
家
を
守
る
対
策
に
、
県
も

議
会
も
協
力
し
よ
う
」
と
発
言
。
私
は
、

「
『
国
会
決
議
を
逸
脱
す
る
大
筋
合
意

は
許
さ
れ
な
い
』
と
主
張
す
べ
き
」
と

述
べ
ま
し
た
。
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら

で
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
（
木
）
来
月
、
鶴
岡
南
工
業
団

16
地
で
本
格
稼
働
予
定
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
。
同

事
業
は
、
未
利
用
の
木
材
を
活
用
し
て

発
電
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
振
興
に

資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
木

材
を
燃
や
し
て
得
ら
れ
る
熱
の
内
、
発

電
に
使
わ
れ
な
い
７
割
の
熱
の
利
用
を

図
ら
な
い
と
「
資
源
の
む
だ
遣
い
」
に

な
る
こ
と
、
事
業
の
中
心
が
県
外
企
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
振
興
効

果
を
挙
げ
る
特
段
の
努
力
を
払
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
▽
そ
れ
か
ら
約
２
年
、

い
よ
い
よ
事
業
開
始
が
迫
っ
た
先
月
、

鶴
岡
の
約

倍
の
大
型
木
質
バ
イ
オ
マ

25

（
１
面
の
つ
づ
き
）

来
年
度
統
合
す
る
羽
黒
四

小
、
大
網
小
、
五
十
川
小
、

山
戸
小
、
福
栄
小
の
委
託

契
約
で
、
中
学
校
ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
住
民
混
乗
と
な

っ
て
い
る
櫛
引
中
の
委
託

契
約
で
す
。

加
茂
財
産
区
管
理
特
別

会
計
は
、
同
会
計
を
今
年

度
末
で
廃
止
す
る
た
め
、

繰
越
金
を
加
茂
町
内
振
興

会
に
基
金
造
成
の
補
助
金

と
し
て
支
出
す
る
も
の
で

す
。

国
保
税
２
万
４
千
円
増
税
案

市
国
保
運
営
協
議
会

日
に
社
会
保
障
制
度

19
を
良
く
す
る
鶴
岡
・
田
川

の
会
（
高
橋
憲
志
会
長
）

に
よ
る
、
自
治
体
要
請
が

行
わ
れ
、
加
盟
す
る

団
13

体

人
が
参
加
し
ま
し

24
た
。市

へ
の
要
請
で
は
、
高

橋
会
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

で
安
倍
自
公
政
権
の
も
と

で
の
社
会
保
障
の
度
重
な

る
改
悪
に
触
れ
「
市
民
の

く
ら
し
と
健
康
を
守
る
自

治
体
の
対
応
を
求
め
た

い
」
と
訴
え
、
対
応
し
た

相
澤
健
康
福
祉
部
長
か
ら

「
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

聞
く
機
会
を
頂
き
あ
り
が

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。事

前
に
市
に
送
付
し
た

要
請
書
の
内
容
は
、
介
護

保
険
、
生
活
保
護
、
国
保

税
、
子
育
て
支
援
、
検
診

・
予
防
接
種
な
ど

項
目

41

に
わ
た
り
、
こ
れ
に
対
し

て
担
当
課
長
が
市
の
考
え

に
つ
い
て
回
答
を
し
ま
し

た
。

参
加
者
か
ら
は
「
介
護

認
定
の
審
査
に
２
ヶ
月
も

か
か
る
。
調
査
員
の
増
員

は
し
な
い
の
か
」
「
低
所

得
の
介
護
・
要
支
援
認
定

者
な
ど
の
住
む
場
所
な

く
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
も
待
機

者
が
い
る
が
、
増
設
し
な

い
の
か
」
「
低
所
得
世
帯

の
方
々
の
生
活
実
態
を
受

け
入
れ
、
国
保
税
な
ど
の

減
免
措
置
を
」
「
年
金
が

マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド
で
ど
ん

ど
ん
減
っ
て
ゆ
く
。

国
に
対
し
て
声
を
届
け

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
具
体

的
な
市
民
の
事
例
を
紹
介

し
訴
え
ま
し
た
。

加
盟
団
体
の
一
員
と
し

た
参
加
し
た
菅
井
市
議

は
、
生
活
保
護
冬
季
加
算

の
１
・
３
倍
基
準
の
特
例

措
置
（
障
害
・
傷
病
・
要

介
護
な
ど
）
の
周
知
徹
底

を
訴
え
ま
し
た
。

一
行
は
同
日
に
三
川

町
、
庄
内
町
に
も
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
の
く
ら
し
と
健
康
を
守
れ

社
保
協
が
自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ
バ
ン

２１日、倉林明子参院議員（京都選挙区選出）が鶴岡市で
「日本共産党と語る会」を行いました。倉林さんは「戦争法
廃止のための政府をつくるために力を合わせましょう」と話
し、日本共産党への入党を呼びかけました。


